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１．研究計画の概要 
 本研究「知識・行為・制度をめぐる「因果
性」と「志向性」の哲学的解明」は、「因果
性と「志向性」という、生成に関する伝統的
な二つの原理について、知識や認識に関わる
理論的側面、行為や自由・責任につながる実
践的側面、そして制度や規範・法に関わる社
会的側面の、三つのアスペクトからアプロー
チしていき、そのことによって説明、理解、
合理化、正当化、というおよそ人間の活動で
あるならいかなる場面にも当てはまる普遍
的な事態の構造を解明し、多様な学問領域の
橋渡しをするという哲学固有の課題をはた
していこうと目論むものである。最終的には
三つのアスペクトそれぞれを通じて応用倫
理的な問題場面への原理的・哲学的提言へと
つなげていくことを目的とする。   
 
 
２．研究の進捗状況 
 現在まで、研究代表者および研究分担者は 
それぞれの関心から、この因果性と志向性の 
対比の問題への研究を進め、いくつかの著作、 
論文、そして口頭発表の形で成果を世に問う
てきた。研究代表者の著書『原因と理由の迷
宮』や、研究分担者・高山の哲学会での講演 
「因果の対称性と理由律」などは、本研究の
課題にダイレクトに関わるテーマに向かっ
た成果である。 
 また、志向性や目的性という面の研究に関
しては、自由意志論ならびに責任論という形
での研究の見るべき展開があった。研究代表
者の世界哲学会議での口頭発表「vagueness 
of free will」はそうした成果の一つである。 
 加えて、研究分担者・松永によって、食や

健康という諸問題系についてのユニークな
成果も挙がった。食や健康は、人間の身体の
因果的メカニズムを踏まえながら、それと相
即する心理的な流れ、つまりは意志や意図と
いう志向的作用の介在する現象という文脈
の中で考察すべき主題であり、本研究課題の
重要な問題領域である。 
 さらに、以上のような進捗に沿った形で、
応用倫理的・実践哲学的な研究の進展もおお
いにあった。研究代表者の一連の、「触法精
神障害者」についての講演や論文がその目に
見える成果である。 
  
 
３．現在までの達成度 
 上記「研究の進捗状況」にあるように、本
研究課題の研究達成度はかなり高いと判断
される。もともと因果性と志向性・目的性と
いうのは、古代からの哲学の根本問題であり、
いかなるものであれ、それが生成するときの
二大原理である。それゆえ、今日においても、
この主題は依然として哲学の大問題であり
続け、さまざまな観点から検討が試みられ続
けている。私たちの研究課題は、こうした大
問題に対して、ささやかながらも、因果性と
志向性という対比そのものを主題として掲
げ、しかも認識論的な問題設定のみならず、
行為や制度という実践的アスペクトに焦点
を当てた、ユニークな問題設定のもとで研究
を遂行してきた。問題そのものの広大さから
して、完全性はもとより望むべくもないが、 
因果性と確率の関わり、自由意志の程度説な
ど、見過ごされがちな側面に光を当てて、か
なり有意義な成果を達成してきたと自己判
断している。 
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４．今後の研究の推進方策 
 本研究課題は、研究期間として、残すとこ
ろあと一年たらずとなった。最後の一年の最
大の目標は、研究成果報告書をまとめ上げる
ことである。有意義な報告書となるよう、十
分に準備して臨みたい。もちろん、それぞれ
のメンバーの単独の論文発表、講演・口頭発
表などは、できるかぎり積極的に積み上げて
いきたい。 
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